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写真の掲載については確認済ですが、無断転載・転用は固くお断りします。
ユニバーサルデザインに配慮した書体・配色を使用しています。

池田山公園（東五反田五丁目４番）

表紙の写真について
　表紙に掲載の写真は、ご応募
いただいた中から選ばれました。
　（ご本人の希望により匿名）
　品川区議会では、引き続き品
川区議会だよりの表紙等に掲載す
る写真を募集しています。
　詳しくは、品川区議会ホームペ
ージをご覧いただくか、区議会事
務局調査係までお問合せください。
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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案等審議
−		令和４年第１回定例会		−

会期37日間：令和４年２月17日～３月25日

　昭和43（1968）年に建築された品川区本庁舎の老朽化が進んでいることや、区を取り巻く環境の変化
や多様化する行政への要望に対応する庁舎の機能が求められていることから、新庁舎の整備等に充てるた
めの基金を設置します。

品川区庁舎整備基金を設置します
第16号議案　品川区庁舎整備基金条例

【基金の額】
（１）当初の積立額30億円
	 	令和３年度一般会計歳入歳出補正予算（３月補正）で計

上します。
（２）	目標積立額120億円
	 	令和４年度から６年度まで毎年度30億円を積み立てる

見込みです。
現在の区役所本庁舎

Q 各年度の積立における議
会での審査について

委員会での質問
A 令和３年度の積立については、補正予算に計

上し、審査をいただいている。また、令和４
年度以降の積立については、各年度の予算に
計上し、その都度審査をいただく

　密集住宅市街地整備促進事業を推進するため、独立行政法人都市再生機構が建設した建物の住戸を借上
げ、新たな従前居住者用住宅を設置するほか、仮入居者制度の見直しなどを行いました。

従前居住者用住宅を新設します
第23号議案　品川区立従前居住者用住宅条例の一部を改正する条例

Q 新たに設置する従前居住
者用住宅「16戸」の契約
方法について

委員会での質問
A 区と独立行政法人都市再生機構との間で賃貸借

契約を締結し、毎月区から賃料を支払うかたち
となる

（１）従前居住者用住宅※1の新設
	 	名　称：コンフォール品川西大井
	 所在地：二葉四丁目13	番14	号
	 戸　数：16	戸（１Ｒ６戸、１Ｋ２戸、１ＬＤＫ４戸、２ＤＫ４戸）
	 所有者：独立行政法人都市再生機構
	 ※１従前居住者用住宅とは
	 　　	密集住宅市街地整備促進事業に伴う老朽住宅等の除却や建替えなどによって住宅

に困窮すると認められる方に区が提供する住宅です。

（２）	仮入居者制度※2の見直し
	 	　借地借家法の規定を踏まえ、仮入居者の退去に伴う手続を明確化します。
	 	　また、空室が発生した場合の施設の有効活用を図るため、住宅セーフティネット法に基づく

住宅確保要配慮者を仮入居者の対象とします。
	 ※2	仮入居者制度とは
	 　　	区の定めた一定の事由（災害、不良住宅の撤去、公営住宅の建替など）により現在の住宅に居住できな

くなった方が、従前居住者用住宅の空室の使用を申し込むことができる制度です。また、不燃化特区支
援事業による建替えに伴う移転先としても活用できます。

今回審議した議案等は

　　 区長提出議案 …… 38件
　　 請願・陳情………37件
　　 議員提出議案………1件

計76件
※	上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

Q 出生サポート休暇を活用
しやすくするための配慮
について

委員会での質問
A 不妊治療を受ける夫婦が増加していることや突

発的で頻繁な治療が必要になるといった、不妊
治療に係る周知や啓発、研修を行っていく

妊娠、出産、育児等と仕事の両立を支援します
第13号議案　職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
第 14号議案　職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
第 29号議案　学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
第 30号議案　幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

（１）出生サポート休暇（不妊治療休暇）の新設
	 対	象	者：	不妊治療に係る通院等のため勤務しないことが相当であると認められる職員・学

校教育職員・幼稚園教育職員
	 承認日数：	１の年度において５日（体外受精または顕微授精の治療を受ける場合には10日）
	 取得単位：日または時間
	 給　　与：	有給（昇給、期末・勤勉手当の算定の際、欠勤の対象とはしない）
（２）	非常勤職員の育児休業および部分休業の取得要件の緩和
	 	　育児休業および部分休業を取得することができる非常勤職員の要件のうち、

「引き続き在職した期間が１年以上」という要件を撤廃します。
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議案の議決結果

議案番号 件　　　名

9 令和４年度品川区災害復旧特別会計予算
11 品川区長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例
13 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 (３ページ上段に説明を掲載）
14 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 (３ページ上段に説明を掲載）
15 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例
17 品川区立家庭あんしんセンター条例の一部を改正する条例
18 品川区立就学前乳幼児教育施設条例の一部を改正する条例
19 品川区家庭的保育事業等の設備および運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
20 品川区特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
21 品川区立シルバーセンター条例の一部を改正する条例
22 品川区住宅修築資金融資あつ旋条例の一部を改正する条例
23 品川区立従前居住者用住宅条例の一部を改正する条例 (３ページ下段に説明を掲載）
25 品川区道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例
26 品川区法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
27 品川区立公園条例の一部を改正する条例
28 品川区災害対策基本条例の一部を改正する条例
29 学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 (３ページ上段に説明を掲載）
30 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 (３ページ上段に説明を掲載）
31 一本橋保育園・児童センター改築工事請負契約
32 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について
33 令和３年度品川区一般会計補正予算（新型コロナウイルスワクチン追加接種等の経費）
35 教育委員会委員の任命同意について（吉村　潔　氏）
36 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（後藤　基　氏）
37 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（長谷川　一也　氏）
38 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（羽鳥　紀子　氏）

議員提出
1 ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議（以下に決議文を掲載）

議案
番号 件　　　名 結果 自 民

⑼
公 明
⑺

自・無
⑹

共 産
⑹

品 改
⑶

ネット
⑵

しな無
⑵

無所属議員
（50音順）
⑴ ⑴ ⑴

1 令和３年度品川区一般会計補正予算 可決
※1
○

※2
○ ○

※2
× ○ × ○ ○ ○ ○

2 令和３年度品川区国民健康保険事業会計補正予算 可決
※1
○

※2
○ ○

※2
× ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 令和３年度品川区後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
※1
○

※2
○ ○

※2
× ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 令和３年度品川区介護保険特別会計補正予算 可決
※1
○

※2
○ ○

※2
× ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 令和４年度品川区一般会計予算 可決
※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 令和４年度品川区国民健康保険事業会計予算 可決
※1
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

7 令和４年度品川区後期高齢者医療特別会計予算 可決
※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 令和４年度品川区介護保険特別会計予算 可決
※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

10

品川区行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基づく個人
番号の利用および特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例

可決
※1
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

12 品川区職員定数条例の一部を改正する条例 可決
※1
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

16
品川区庁舎整備基金条例（２ページ下段に説明
を掲載）

可決
※1
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

24
品川区地区計画等の区域内における建築物の制
限に関する条例の一部を改正する条例

可決
※1
○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○

34 品川区国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決
※1
○ ○ ○ × ○ 2

× 1 × ○ ○ ○ ○

○…賛成　×…反対　(数字 )は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※1…自民のうち１名は議長の職務を行ったため、１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
※2…公明、共産のうち１名は欠席のため、議決には加わりませんでした。
●	会派名は次の略語で記載しています。	
自民……品川区議会自民党　公明……品川区議会公明党　自・無……自民・無所属・子ども未来

　共産……日本共産党品川区議団　品改……品川改革連合　ネット……品川・生活者ネットワーク
　しな無……しながわ無所属クラブ

全会一致で可決した議案意見の分かれた議案

各議員の賛否はこち
らのQRコードから
ご覧になれます→

　ロシアは、去る２月２４日にウクライナへの侵略を開始し、軍の攻撃による一般市民の犠牲が拡大している。
　国の主権や人々の自由、生命を踏みにじる武力行使は、断じて許されるものではない。
　ウクライナへの侵略は、国際社会の平和と秩序、安全を脅かし、国連憲章に違反する行為である。また、
核兵器の使用を示唆し他国をけん制する行為は、非核平和都市を宣言する品川区として許すことはできない
ものである。
　よって、品川区議会は、ウクライナへの侵略行為に対し厳重に抗議するとともに、ロシアに対して軍を完
全かつ無条件で即時に撤退させるよう強く求める。

　以上、決議する。

令和４年３月７日
品　川　区　議　会

ロシアによるウクライナ侵略に抗議する決議
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請願・陳情の審査結果付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

建設委員会

小山三丁目第１地区と第２地区の都市計画決定に関する陳情 令和４年	
陳情第16号 不採択

コミュニティバス大井ルートに関する陳情 令和４年	
陳情第19号 継続審査※

羽田増便による都心航路上の航空機から落下物が相次ぐ事態に関する陳情 令和４年	
陳情第21号 継続審査※

リニア中央新幹線の教室型説明会を求める陳情 令和４年	
陳情第22号 継続審査※

文教委員会

一人ひとりの子どもが大切にされる品川区を求める請願 令和４年	
請願第2号 不採択

離婚等のこども養育支援にかかる陳情 令和２年	
陳情第47号 継続審査

区立の小・中学校の校庭に人工芝を貼らないでほしいということに関する陳情 令和４年	
陳情第17号 不採択

行財政改革
特別委員会

小山台住宅等跡地利用方針の策定時における住民の参画機会の確保に関する陳情 令和４年	
陳情第2号 不採択

小山台住宅等の自然を残すよう求める陳情 令和４年	
陳情第3号 不採択

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果

総務委員会
品川区議会承認案件の工事請負契約金額の変更にかかる区長の専決処分に
関する請願

令和４年	
請願第1号 採択

品川区庁舎建て替えにあたり品川アリーナ新設を求める陳情 令和３年	
陳情第7号 継続審査

区民委員会 選択的夫婦別姓制度の国会審議を求める意見書を国に提出することを要望
する請願

令和元年	
請願第21号 継続審査

厚生委員会

南品川 6-7-18 の土地のホテル計画に関する陳情 令和元年	
陳情第35号 不採択

地域や宿泊者にとって、安心・安全なホテル運営ができる制度への改善を
求める陳情

令和２年	
陳情第29号 不採択

補聴器助成金制度に求める陳情 令和４年	
陳情第7号 不採択

高齢者が健康づくりと生きがいづくりに集える入浴設備のあるシルバーセ
ンターを八潮に整備するよう求める陳情

令和４年	
陳情第12号 不採択

二度目の障害者福祉課窓口対応に関する改善の陳情 令和４年	
陳情第20号 継続審査※

建設委員会

羽田増便による新都心飛行ルートの中止・撤回に関する請願 令和２年	
請願第3号 継続審査

感震ブレーカーを品川全域につけることを求める請願 令和４年	
請願第3号 不採択

小山三丁目第１地区・第２地区再開発事業の都市計画決定の中止を求める請願 令和４年	
請願第4号 不採択

小山三丁目第１地区・第２地区の都市計画決定に関する請願 令和４年	
請願第5号 不採択

リニア新幹線の中止を求める請願 令和４年	
請願第6号 不採択

区議会決議を尊重して国交省に撤回を求めるよう区長に求める陳情 令和元年	
陳情第37号 継続審査

羽田新飛行ルートの本格実施飛行の中止を、品川区から国交省に求めてく
ださいの陳情

令和２年	
陳情第21号 継続審査

令和2年3月29日以降の「羽田新ルート」運用について「都心上空飛行ルー
ト」の「海ルート」への変更を求めることについての陳情

令和２年	
陳情第22号 継続審査

羽田空港国際線増便の目的消失による、新飛行経路の都心低空飛行停止を
国に望む陳情

令和２年	
陳情第28号 継続審査

再開発するなら障害者支援施設の整備を事業者に要請する陳情 令和３年	
陳情第60号 不採択

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年	
陳情第4号 継続審査

羽田新飛行経路下の子どもを含む住民を対象とした日常生活への影響の実態
調査（アンケート）と調査結果の公表を求める陳情

令和４年	
陳情第5号 不採択

区民の意見を踏まえたまちづくりの議論ができる都市計画審議会の運営を
求める陳情

令和４年	
陳情第6号 不採択

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年	
陳情第8号 継続審査

コロナ禍のもとで羽田空港への外国人客が激減している中、都心ルートを
一時凍結し、従来ルートにもどすことに関する陳情

令和４年	
陳情第9号 継続審査

羽田空港への着陸航路について「新ルート」運用の一時停止を議会の総意
として国土交通省に提言することを求める陳情

令和４年	
陳情第10号 継続審査

羽田空港新ルート運用の一時凍結を求める陳情 令和４年	
陳情第11号 継続審査

目黒川水質浄化対策施設整備事業に関する陳情 令和４年	
陳情第13号 取り下げ

都市計画地区計画の決定に関する陳情 令和４年	
陳情第14号 不採択

品川区の人口計画に関する陳情 令和４年	
陳情第15号 不採択

　	採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。	 趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
　不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。	 継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。
　取り下げ：陳情提出者の意思により、取り下げられました。　　　　（※は3月25日の本会議最終日に付託されました）

請願・陳情についての議事内容等が掲載
された各付託委員会の会議録は、こちら
のＱＲコードからご覧になれます

採択した請願・陳情に対する区の対応について
品川区天然記念物第１５号戸越八幡神社ケンポナシ保存に関する請願 （令和3年第4回定例会）
　天然記念物である本件ケンポナシをはじめ区指定文化財は、区の貴重な財産です。そのため、品川区文化財保護条例第6条で、
所有者に管理義務を課すととともに（天然記念物の準用規定は第36条）、同条例第3条で、区はその保存と活用が適切に行
われるよう求め、教育委員会に文化財の保護と他の公益の調整に留意するよう定めています。
　本件ケンポナシについては、根の一部が隣地に及んでいますが、今般、その隣地に集合住宅が計画されました。事業者に対し、
当該集合住宅建設によって本件ケンポナシの生育に影響が出る可能性があることから、所有者の承諾書を含む書類を添付し、
条例第14条（天然記念物においては第36条において、第14条を準用）の現状変更届を提出するよう伝えたところであります。
　その後、神社・事業者の両者より相談を受け、助言をしてきておりますが、事業者が示す現状変更案と神社側の見解に相違
があり現在に至っています。教育委員会としては、品川区文化財保護条例に基づき、双方の合意が得られるよう、今後も引き
続き調整を行ってまいります。

品川区の分煙環境整備に関する陳情 （令和3年第4回定例会）

１．公共喫煙場所の増設、維持または改善を積極的に進めることを強く求める。
　品川区では、品川区歩行喫煙および吸い殻・空き缶等投げ捨ての防止に関する条例により、区内全域での歩きたばこを禁止
するとともに、路上喫煙禁止・地域美化推進地区においては、立ち止まっての喫煙も禁止しており、その一方で、マナーを守っ
て喫煙されている方の立場にも配慮して、区内に9箇所の指定喫煙所を設置しております。
　露天型の灰皿で歩行者との距離間隔を保つことが困難である2箇所については、一時閉鎖中ですが、そのうちの大崎駅東
口喫煙所については、令和4年3月に密閉型喫煙所を設置し、再開を予定しております。
　今後の指定喫煙所整備については、歩行喫煙やたばこのポイ捨て等の観点から喫煙マナーアップの取り組みを継続しつつ、
現在一時閉鎖している喫煙所は望まない受動喫煙の防止に配慮した形態に整備したうえで、再開を検討しております。
　また、新しく設置していく喫煙所については、昼間人口や地域要望、区全体における喫煙所の設置箇所のバランス等も考慮
し、設置の必要性や設置形態等について検討しながら整備を進めてまいります。

２．	事業所やオフィスビル等、多数の従業員を有する施設管理者等に、区として受動喫煙防止に配慮した環
境整備をするよう要望していただくことを強く求める。

　令和2年4月より改正健康増進法・東京都受動喫煙防止条例が全面施行され、多数の人が出入りする施設は、原則屋内禁
煙となり、喫煙室を設置する場合、基準を満たす必要があります。
　区は、望まない受動喫煙を防止するため、法令の趣旨を踏まえ、適切な対策を講じ、喫煙者と非喫煙者がともに快適に過ご
すことのできるまちづくりを進めております。
　現在、事務所、飲食店などの事業者からの喫煙に関しての相談について、区では助言・指導・啓発を通じて課題解決を支援
しております。
　ご要望のありました事業所やオフィスビル等についても、施設内従業員だけでなく近隣住民も含め、望まない受動喫煙を生
じさせないため、受動喫煙防止に配慮した環境整備をするよう働きかけてまいります。
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3歳児健診に屈折検査を追加します！
( 仮称 ) 認知症ミーティングセンター

を支援します！

コンテナ型喫煙所を整備します！

お金の使いみちが決まりました

一 般 会 計 予 算

令和 4 年度予算審査のあらましをお知らせします

1,890億7,200万円

特別区税
51,980,980

(27.5%)

民生費
99,354,338

(52.5%)

総務費
24,374,158

(12.9%)

土木費
23,193,841

(12.3%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

教育費
20,051,959

(10.6%)

衛生費
16,246,189

(8.6%)

産業経済費
3,628,764

(1.9%)

公債費
1,114,631

(0.6%)

議会費
808,120
(0.4%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
28,207,385

(14.9%)

都支出金
16,304,047

(8.6%)
繰入金

12,058,668
(6.4%)

地方消費税交付金
10,200,000

(5.4%)

特別区債
7,000,000

(3.7%)

諸収入
6,871,630

(3.6%)

使用料及び手数料
4,518,664

(2.4%)
繰越金

3,000,000
(1.6%) その他

( 分担金及び負担金など）
7,130,626

(3.8%)

特別区交付金
41,800,000

(22.1%)

特別区税
51,980,980

(27.5%)

民生費
99,354,338

(52.5%)

総務費
24,374,158

(12.9%)

土木費
23,193,841

(12.3%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

教育費
20,051,959

(10.6%)

衛生費
16,246,189

(8.6%)

産業経済費
3,628,764

(1.9%)

公債費
1,114,631

(0.6%)

議会費
808,120
(0.4%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
28,207,385

(14.9%)

都支出金
16,304,047

(8.6%)
繰入金

12,058,668
(6.4%)

地方消費税交付金
10,200,000

(5.4%)

特別区債
7,000,000

(3.7%)

諸収入
6,871,630

(3.6%)

使用料及び手数料
4,518,664

(2.4%)
繰越金

3,000,000
(1.6%) その他

( 分担金及び負担金など）
7,130,626

(3.8%)

特別区交付金
41,800,000

(22.1%)

特別会計予算総額

732億9,229万3千円

令和 4年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 189,072,000 182,480,000 3.6%

国民健康保険事業会計 34,898,803 34,958,086 △	0.2%

後期高齢者医療特別会計 9,611,101 8,956,119 7.3%

介護保険特別会計 27,282,389 26,837,909 1.7%

災害復旧特別会計 1,500,000 1,500,000 0.0%

令和４年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 7,754,299 203,891,997

国民健康保険事業会計 2,384,130 37,342,216

後期高齢者医療特別会計 △	182,935 8,773,184

介 護 保険特別会計 208,865 27,046,774

令和３年度補正予算 （単位：千円）

　２月 21日の本会議において、予算特別委員会を設置し、新型コロナウイルス感染拡大防止を最
優先かつ最重要課題とした令和４年度予算および令和３年度補正予算の審査を付託しました。慎重
審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業を
ご紹介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

　■委員長：渡辺　裕一　■	副委員長：あくつ　広王、せお　麻里
　■理事：中塚　亮、くにば　雄大、田中　さやか、大倉　たかひろ　■委員：議長を除く全議員
＊令和４年度予算に対する各会派の意見表明は10～11ページに、総括質疑は12ページに掲載しています。

　３歳児健康診査で行っている視力検査に加え、屈折検
査を導入し、視力検査で見逃される可能性のある弱視等
の視覚異常を早期発見、早期治療につなげることにより、
子どもたちの視力の健全な発育を図ります。
（屈折検査は、令和４年 10月以降に実施予定です）

　たばこを吸った時の煙や臭いが排出されない、コンテ
ナ型（密閉型）の喫煙所を設置することにより、たばこ
を吸う方にも吸わない方にも配慮した喫煙スペースを整
備します。

　認知症の方ご本人とご家族が集える場「（仮称）認知症
ミーティングセンター」を、専門職など民間のグループ
等が開設し、認知症の方ご本人とご家族を一体的に支援
するプログラムを実施します。区は、これを支援します。
　また、その活動開始に向けた勉強会も実施します。

しながわマラソン大会
令和６年度の開催を目指します！
　現在、区民スポーツ大会の種目の１つとして実施して
いるマラソン大会を、観光やシティプロモーションなど
の要素を加えたシティマラソン大会としてリニューアル
し、令和６年度の開催を目指します。
　令和４年度は区内の観光資源などを取り入れたコース
設計や、準備委員会の設置・開催などを行います。

コミュニティバス「しなバス」
試行運行を開始！

　品川区で初となるコミュニティバスを西大井駅～大森駅
区間で、令和 4年 3月 28日より試行運行を開始しました。
　区内の交通利便性のさらなる向上を目指すとともに、運
行ルート沿線地域の魅力再発見や、にぎわいの創出を図り
ます。

「エコルとごし」５月オープン！
　床・壁に投影する映像と身体の動きが連動し、環境と
の関わりを疑似体験できる大型映像展示など、戸越公園
内の豊かな自然や体験型展示物で、環境を楽しみながら
学ぶことができる「区立環境学習交流施設エコルとごし」
を５月１日にオープンします。
　この施設は、公園内の一施設として、区民の皆様や公
園利用者の皆様の憩いと交流の場としても利用できます。

エコルとごし北側外観イメージ

コンテナ型喫煙所のイメージ

\都内初！/
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各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 自・無 共　産 品　改 ネット しな無
一般会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 反対 賛成
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成
介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

令和4年度予算に対する各会派の意見表明
※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
し
な
が
わ
無
所
属
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
４
年

度
品
川
区
一
般
会
計
を
は
じ
め
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別
会
計

の
各
会
計
予
算
全
て
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、
長
期
基
本
計
画
の

着
実
な
実
現
に
向
け
た
予
算
と
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
を

最
優
先
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
組
の
実

施
と
、
地
域
経
済
の
回
復
や
脱
炭
素
社
会
の

実
現
、
子
ど
も
の
未
来
と
区
の
発
展
に
繋
げ

る
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
に
取
組

む
姿
勢
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
技

術
の
活
用
と
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ
Ⅹ
化
の
推
進
、

庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
、
福

祉
の
充
実
、
防
災
対
策
強
化
、
学
校
教
育
の

充
実
、
地
域
経
済
の
回
復
、
環
境
対
策
の
推

進
、
多
様
性
の
推
進
な
ど
、
各
課
題
へ
の
積

極
的
な
取
組
み
も
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
現
代
社
会
に
お
け
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
捉
え
、
そ
の
必
要
性
を
見
極
め
、
迅
速
か

つ
柔
軟
な
対
応
・
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
う
し
た
視
点
を
持
っ
た
取
組
と
な

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
我
が

会
派
の
所
属
議
員
が
質
問
の
中
で
指
摘
・
提

案
し
た
各
項
目
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
予
算

を
執
行
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
、
し
な
が
わ

無
所
属
ク
ラ
ブ
の
意
見
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

しながわ無所属クラブ

　
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
特
別
区

民
税
の
持
ち
直
し
等
で
、
前
年
度
比
3.6
％
増

と
な
り
、
各
特
別
会
計
に
お
い
て
も
適
切
な

予
算
編
成
が
行
わ
れ
た
と
認
識
い
た
し
ま
す
。

　
区
民
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大

防
止
対
策
に
重
点
が
置
か
れ
た
他
、
公
明
党

推
進
施
策
等
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
や
3
歳
児
健
診
フ
ォ
ト
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
、
エ
コ
ル
と
ご
し
や
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
な
ど
の
健
康
、
環
境
施
策
。

認
知
症
や
施
設
整
備
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
―
支

援
や
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
手
話
言
語
条

例
関
連
事
業
や
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
検

討
な
ど
高
齢
者
、
子
育
て
、
障
が
い
児
者
施

策
。
新
防
災
ラ
ジ
オ
や
要
配
慮
者
支
援
、
空

き
家
活
用
や
自
転
車
活
用
、
町
会
や
商
店
街
・

中
小
企
業
支
援
な
ど
災
害
対
策
、
ま
ち
の
活

性
化
施
策
。
教
育
で
は
、
特
別
支
援
教
育
や

生
理
用
品
の
継
続
配
布
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
生
活
支
援
、

経
済
活
性
化
の
他
、
高
校
生
医
療
費
無
償
化
、

要
配
慮
者
家
賃
の
低
廉
化
、
食
品
ロ
ス
削
減
、

学
校
給
食
ス
ト
ロ
ー
レ
ス
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
等
の
会
派
の
意
見
・
要
望
を
、
今

後
の
区
政
へ
活
か
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
2
月
24
日
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
、
尊
厳
な
生
命
を
暴
力
的
に
侵

し
、
奪
い
去
る
行
為
で
断
じ
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
即
時
に
軍
事
行
動
を
停
止
し

撤
収
す
べ
き
で
あ
る
、
と
強
く
訴
え
ま
す
。

品川区議会公明党

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保

険
・
災
害
復
旧
の
３
つ
の
特
別
会
計
の
各
予

算
に
賛
成
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

と
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
人
の
行
動
制
限
や

企
業
の
営
業
制
限
は
、
国
民
の
命
と
健
康
、

雇
用
と
企
業
経
営
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
、

さ
ら
に
国
民
に
恐
怖
と
不
自
由
な
暮
ら
し
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
消
費
の
激
減
か
ら

休
業
・
廃
業
・
転
業
や
隠
れ
倒
産
が
増
大
し

雇
用
も
急
減
し
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
の
資

金
は
底
を
つ
き
リ
ス
ト
ラ
も
限
界
、
勤
労
者

は
労
働
時
間
の
減
少
・
雇
い
止
め
・
失
業
な

ど
で
、
所
得
も
激
減
し
大
半
の
国
民
の
暮
ら

し
は
悪
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
不
況

の
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
に
よ
る
原
材

料
の
急
騰
や
円
安
で
、
消
費
者
物
価
と
企
業

物
価
が
高
騰
し
た
た
め
、
大
半
の
国
民
の
家

計
と
企
業
経
営
は
よ
り
一
層
悪
化
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
支
援
に
一
層
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
。
ま
た
コ
ロ
ナ
規
制
は
緩
和
さ
れ
社

会
・
経
済
の
再
生
に
向
い
ま
す
が
、
今
後
も

予
防
対
策
に
努
め
る
と
共
に
、
介
護
・
保
育
・

看
護
従
事
者
の
低
賃
金
の
改
善
や
、
羽
田
新

飛
行
ル
ー
ト
の
変
更
を
国
に
働
き
か
け
て
頂

き
た
い
。
そ
し
て
平
穏
な
国
家
に
い
き
な
り

侵
略
戦
争
を
し
か
け
国
民
を
殺
り
く
す
る
ロ

シ
ア
に
対
し
、
世
界
は
国
を
守
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
見
捨
て
ず
に
、
世
界
平
和
を
ぶ
ち
壊
す

プ
ー
チ
ン
政
権
を
倒
す
べ
き
で
す
。

品川改革連合
　
歳
入
で
は
、
児
童
相
談
所
の
財
調
配
分
見

直
し
協
議
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
流
出

の
増
大
対
策
も
引
き
続
き
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
経
済
政
策
、

区
民
生
活
支
援
、
ま
た
、
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
児
童
相
談
所

の
準
備
、
町
会
・
自
治
会
の
支
援
、
防
災
対

策
の
拡
充
、
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、

水
辺
の
利
活
用
、
介
護
福
祉
専
門
学
校
の
拡

充
、
八
潮
の
街
づ
く
り
、
水
族
館
の
改
築
検

討
、
子
育
て
支
援
、
環
境
対
策
の
充
実
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
の
創
出
と
継
続
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
な

ど
が
、
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
会

派
が
地
域
の
皆
様
や
各
種
団
体
か
ら
頂
い
た

声
を
も
と
に
要
望
や
提
案
し
た
施
策
で
あ
り
、

着
実
に
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
」
と
「
地
域
経
済
の
回
復
」
を
最

優
先
に
考
え
、
区
内
業
者
や
区
民
全
員
を
守

る
の
だ
と
い
う
覚
悟
を
も
っ
て
、
基
金
を
活

用
し
て
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
事
や
、

未
来
に
つ
な
ぐ
長
期
基
本
計
画
の
着
実
な
実

施
を
強
く
求
め
ま
す
。

　
そ
し
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、
住
ん
で
い
て

よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
品
川
と
な
れ
る
た

め
我
々
も
全
力
で
活
動
す
る
こ
と
を
約
束
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
品
川
区
議
会
自
民
党
の
意

見
表
明
と
し
ま
す
。

品川区議会自民党

　
今
の
最
優
先
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
防
止
と
暮
ら
し
の
再
建
で
す
。
庁
舎

建
て
替
え
や
大
規
模
な
再
開
発
を
今
急
い
で

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
ま
す
。

　
区
庁
舎
は
い
ず
れ
建
て
替
え
が
必
要
で
、

計
画
的
な
資
金
準
備
も
必
要
な
の
で
庁
舎
整

備
基
金
条
例
に
は
賛
成
、
し
か
し
、
そ
の
基

金
に
最
終
補
正
予
算
で
一
度
に
30
億
円
の
積

み
立
て
は
、
容
認
で
き
ず
反
対
で
す
。

　
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
、
再
開
発
に
は
適
切

な
情
報
公
開
と
区
民
参
加
を
要
望
し
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
は
慎
重
な
検
討
を
求
め
ま
す
。

　
感
染
症
の
影
響
で
増
え
た
女
性
・
若
者
の

自
死
に
危
機
感
を
覚
え
ま
す
。
区
の
自
死
予

防
策
を
評
価
し
、
支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
よ
る
施
策
推
進
を
求
め
ま
す
。

　
給
食
の
放
射
能
検
査
終
了
は
遺
憾
で
す
。

国
内
外
の
状
況
で
、
し
か
る
べ
き
時
に
は
検

査
再
開
を
強
く
求
め
ま
す
。
給
食
の
安
全
性

で
は
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
と
同
様
、
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
の
排
除
を
求
め
ま
す
。

　
品
川
区
環
境
基
本
計
画
の
見
直
し
に
当
た

り
、
身
近
な
化
学
物
質
の
影
響
に
、
予
防
原

則
に
よ
る
対
応
を
求
め
ま
す
。
５
Ｇ
電
磁
波

も
、
予
防
原
則
に
よ
る
注
視
を
求
め
ま
す
。

　
羽
田
新
ル
ー
ト
問
題
も
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
も
区
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
自
治
体
政
策

の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
区
は
、
自
治
体
の

役
割
と
し
て
、
両
計
画
の
中
止
を
国
に
対
し

て
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
す
。

品川・生活者ネットワーク

　
品
川
区
議
会
自
民
・
無
所
属
・
子
ど
も
未

来
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
同
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
・
同
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
家
計
、
同
介
護
保
険
特
別
会
計
、
同
災
害

復
旧
特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
予
算
の
全
て

に
つ
い
て
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
当
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
、
地
域
経
済
の
回
復
を
最
優
先

と
し
て
、
一
般
会
計
予
算
を
前
年
度
比
プ
ラ

ス
3.6
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
一
千
890
億
七
千
200

万
円
と
し
、
区
が
直
面
す
る
課
題
を
積
極
的

に
解
決
す
べ
く
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
２
０
２
０
大
会
レ
ガ
シ
ー
を

継
承
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
、
新
庁
舎
整
備

に
向
け
た
基
本
計
画
策
定
、
町
会
・
自
治
会

へ
の
支
援
の
充
実
、
保
健
所
体
制
の
強
化
、

発
達
障
害
児
支
援
の
強
化
、
障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
、
商
店
街
支
援
の
強
化
、

コ
ン
テ
ナ
型
喫
煙
所
の
整
備
、
行
政
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
促
進
、
区
立
図
書
館
の
充
実
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
の
構
築
、
粗
大

ご
み
を
リ
ユ
ー
ス
な
ど
予
算
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
私
た
ち
会
派
も
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
医
療
の
充
実
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
経
済
活
性
化
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
予
算
審
査
で
会
派
所
属
議
員
が
行
っ
た
提

案
・
提
言
が
十
分
に
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
、

更
な
る
区
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
望
み
意
見
表
明
と
し
ま
す
。

自民・無所属・子ども未来

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
格
差
と
貧
困
が
拡
大
。

税
収
増
で
過
去
最
大
と
な
っ
た
豊
か
な
財
政

は
コ
ロ
ナ
対
策
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
、

社
会
保
障
の
充
実
に
こ
そ
使
う
べ
き
と
以
下

要
望
し
ま
し
た
▼
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
誰
も
が

い
つ
で
も
無
料
で
受
け
ら
れ
る
体
制
を
。
長

期
間
過
労
死
ラ
イ
ン
超
え
る
働
き
方
改
善
へ

保
健
師
増
員
を
▼
羽
田
新
ル
ー
ト
は
深
刻
な

騒
音
被
害
・
氷
塊
の
落
下
物
発
生
。
コ
ロ
ナ

で
減
便
の
今
、
運
用
停
止
を
求
め
よ
▼
高
す

ぎ
る
国
保
料
は
大
幅
値
上
げ
で
な
く
引
き
下

げ
こ
そ
。
子
ど
も
は
18
歳
ま
で
全
額
無
料
に

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
と
10

月
か
ら
の
窓
口
２
割
負
担
中
止
を
▼
９
千
円

に
も
及
ば
な
い
介
護
職
へ
の
処
遇
改
善
加
算

は
引
き
上
げ
を
求
め
よ
▼
多
く
の
障
害
者
・

家
族
が
反
対
し
た
ぐ
る
っ
ぽ
の
指
定
管
理
者

変
更
は
検
証
を
▼
子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定

と
少
人
数
学
級
を
▼
武
蔵
小
山
や
大
井
町
、

大
崎
な
ど
商
店
街
や
街
を
壊
し
、
住
民
追
い

出
し
の
再
開
発
は
中
止
を
▼
リ
ニ
ア
新
幹
線

は
外
環
道
の
陥
没
事
故
で
の
工
事
差
し
止
め

の
地
裁
決
定
を
教
訓
に
。
環
境
破
壊
・
大
量

電
力
消
費
な
ど
問
題
だ
ら
け
、
中
止
求
め
よ
。

教
室
型
説
明
会
を
求
め
よ
▼
気
候
危
機
打
開

へ
環
境
基
本
計
画
改
定
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
CO₂
削
減
目
標
を
２
０
１
０
年
比
最
低
で
も

50
％
に
▼
区
政
全
体
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
を
▼
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
国

連
憲
章
違
反
。
即
時
・
無
条
件
撤
退
を
。

日本共産党品川区議団
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令和４年第１回定例会では、区政全般について、
５名の議員が代表質問を、６名の議員が一般質問
を行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）

２
月
17
日（
木
）

石
　
田
　
秀
　
男
　
議
員
（
自
　
民
）

若
　
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

高
　
橋
　
伸
　
明
　
議
員
（
自
・
無
）

２
月
18
日（
金
）

安
　
藤
　
た
い
作
　
議
員
（
共
　
産
）

須
　
貝
　
行
　
宏
　
議
員
（
品
　
改
）

代表質問

２
月
18
日（
金
）

つ
　
る
　
伸
一
郎
　
議
員
（
公
　
明
）

横
　
山
　
由
香
理
　
議
員
（
自
・
無
）

お
く
の
　
晋
　
治
　
議
員
（
共
　
産
）

西
　
村
　
直
　
子
　
議
員
（
自
　
民
）

２
月
21
日（
月
）

藤
　
原
　
正
　
則
　
議
員
（
品
　
改
）

湯
　
澤
　
一
　
貴
　
議
員
（
自
　
民
）

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自　民……品川区議会自民党
自・無……自民・無所属・子ども未来
品　改……品川改革連合
しな無……しながわ無所属クラブ

公　明……品川区議会公明党
共　産……日本共産党品川区議団
ネット……品川・生活者ネットワーク

本会議における発言の際はマスクを着用することとしておりましたが、
令和 2 年第２回定例会本会議より、議長席および演壇においてはアクリ
ル製飛沫防止パネルを設置し、マスクを外しての発言を可能としました。
なお、演壇の消毒は適宜行っております。

代表質問とは
会派を代表した議員が、区長の施政方針な
どに対して行う質問です。品川区議会では、
通常、第１回定例会で行われます。

一般質問とは
議員が、区の行政全般にわたり、区長をは
じめとする執行機関に対して行う質問です。
各定例会で行われます。

予算特別委員会インターネット中継で
総括質疑がご覧になれます

　予算特別委員会は３月２日から 22 日のうちの計８日間
にわたり令和４年度予算および令和３年度補正予算の審査
を行いました。最終日の３月 22 日には、令和４年度予算
について、各会派を代表して 10 人の委員が各会計歳入歳
出歳出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
( 各会派の意見表明は 10 ～ 11 ページに掲載 )
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
芹澤　裕次郎　委員 (自民 )
ふるさと納税（制度の見直し等）、ＩＣＴの推進（デジタ
ル申請を可能にするための区の条例改正等）について

石田　秀男　委員 (自民 )
新庁舎整備基本計画（ロビー空間の活用、利便性の高さ、
快適な動線確保、創エネ等）、しながわ水族館について

新妻　さえ子　委員 (公明 )
新型コロナウイルス感染症対策（第６波での課題、改善策
等）、環境施策、勝島・八潮地域のまちづくりについて

あくつ　広王　委員 (公明 )
教育（トイレの洋式化等）、ガバメントクラウドファンデ
ィング、中小企業経済支援における専門家の活用について

せお　麻里　委員 (自・無 )
ＨＰＶワクチン、新型コロナウイルス感染症対策、子ども
施策、障がい者福祉、教育（ＨＥＡＲＴＳ等）について

のだて　稔史　委員 (共産 )
新型コロナウイルス感染症対策（無症状者への検査の必要
性等）、羽田新飛行ルート、リニア中央新幹線について

中塚　亮　委員 (共産 )
ロシアによるウクライナ侵攻（ロシアへの抗議に関する区
と議会の立場等）、区立保育園・幼稚園、再開発について

くにば　雄大　委員 (品改 )
ものづくり産業、選挙、区政モニター、世論調査（回答方
法等）、介護職員、多胎児支援、ホームページについて

田中　さやか　委員 (ネット )
子どもの権利擁護（子どもの意見表明とアドボケイトの仕
組みの導入等）、羽田新飛行ルート、再開発について

大倉　たかひろ　委員 (しな無 )
教育現場でのタブレットの活用（オンライン授業の実施状
況等）、伝統工芸（課題等）、目黒川水質向上について

　予算・決算特別委員会の総括質疑のようすは、区議会ホ
ームページから録画中継でご覧になれます。視聴方法は以
下のとおりです。

（以下の画面はパソコンの例です）

①	区議会ホームページ左下の
　「インターネット中継」をクリックします。

②	会議名や議員名などから動画を選択します。

区議会ホームページトップ画面（パソコン）

（例）「会議名で探す」の場合

インターネット中継トップ画面（パソコン）

動画の
再生ボタンを
クリック
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
つ

い
て問

学
級
閉
鎖
が
拡
大
し
て
い
る
中
、
遠
隔
・

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
た
め
の
準
備

が
で
き
て
い
る
か
を
学
校
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
小
学
校
で
は
「
よ
く
で
き
て
い

る
」
22
％
、
「
で
き
て
い
る
」
54
％
、

「
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
」
が
24
％
と

回
答
し
、
中
学
校
で
は
「
よ
く
で
き
て

い
る
」
が
７
％
と
低
く
な
っ
た
。「
あ

ま
り
で
き
て
い
な
い
」
の
理
由
と
、
中

学
校
が
低
く
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
「
よ
く
で
き
て
い
る
」
の
回
答
が
低
い

理
由
は
把
握
し
て
い
な
い
。「
よ
く
で

き
て
い
る
」
と
「
で
き
て
い
る
」
を
合

わ
せ
た
「
肯
定
的
な
回
答
」
の
割
合
は
、

国
や
都
が
40
％
程
度
に
対
し
て
、
区
で

は
約
80
％
と
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

予
算
案
・
施
政
方
針
に
つ
い
て

問
現
在
、
区
で
は
新
庁
舎
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
未
来
オ
フ
ィ
ス
の
モ
デ
ル

実
施
と
全
庁
実
施
に
向
け
た
計
画
を
作

成
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

答
令
和
４
年
度
に
オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
計

画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
働

き
方
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
実
践
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
。

問
都
は
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、

は
ん
こ
レ
ス
等
の
進
捗
状
況
を
毎
月
更

新
し
て
い
る
。
区
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

の
導
入
と
利
用
割
合
を
公
表
し
た
が
、

見
え
る
化
の
意
味
で
も
目
標
を
設
定
し
、

達
成
率
や
区
民
の
利
用
割
合
も
公
表
を
。

答
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
押
印
に
つ
い

て
は
区
民
向
け
申
請
書
等
の
約
７
割
で

廃
止
し
た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
取
扱
窓

高
校
生
医
療
費
助
成
な
ど
健
康
に
つ
い
て

問
都
は
医
療
費
助
成
の
対
象
を
高
校
生
相

当
年
齢
へ
拡
大
す
る
方
針
を
発
表
し
た

が
、
区
の
対
応
は
。

答
都
の
考
え
方
を
確
認
し
他
区
の
状
況
も

注
視
し
な
が
ら
、
事
業
実
施
に
向
け
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
に
つ
い
て

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
内
容
と
、

メ
リ
ッ
ト
や
発
出
の
手
順
は
。

答
多
く
の
自
治
体
が
宣
言
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
内
の
環
境
保
全
の
取
組
が
よ
り

一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
発
出

の
手
順
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
の
手
順

に
従
い
国
へ
の
事
前
相
談
の
後
、
報
道

機
関
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
に

よ
る
宣
言
と
な
る
。

町
会
・
自
治
会
に
つ
い
て

問
区
内
21
万
７
千
の
住
戸
の
う
ち
35
％
、

７
万
６
千
500
戸
が
区
分
所
有
マ
ン
シ
ョ

ン
だ
。
新
築
当
初
は
協
力
的
で
あ
っ
た

が
年
数
が
経
つ
と
町
会
を
脱
退
す
る
例

を
聞
く
が
町
会
等
へ
の
支
援
の
方
策
は
。

答
100
戸
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
等

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

町
会
と
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
と
の
関
係
が

よ
り
深
ま
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

住
宅
政
策
な
ど
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
居
住
支
援
協
議
会
設
置
の
目
的
は
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
世
帯
等
の

口
を
６
か
所
か
ら
来
年
度
29
か
所
へ
と

拡
大
す
る
予
定
だ
。
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
か

ら
新
た
に
住
民
票
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
開
始
す
る
等
、
高
齢
の
方
等
に
も

十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
来
年
度
も
既
に
小
山
七
丁
目
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
計
画
が
発
表
さ
れ
、

ま
た
都
の
補
助
金
と
区
の
整
備
費
助
成

の
活
用
で
障
害
者
の
ご
家
族
の
建
物
を

改
修
し
て
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

が
５
月
頃
整
備
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
施
策
を
い

か
に
実
現
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て

お
り
整
備
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
小
山
台
住
宅
跡
地
整
備
計
画
で
は
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
就
労
継
続

Ｂ
型
等
の
整
備
が
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、

八
潮
南
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
改
築

計
画
で
も
障
害
者
の
施
設
の
整
備
が
必

要
。
そ
れ
ぞ
れ
障
害
者
施
設
の
計
画
は
。

答
小
山
台
住
宅
跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
整
備
計
画
に
加
え
て
ニ
ー
ズ
の
変
化

に
対
応
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
八
潮
南
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
改

築
計
画
に
併
せ
た
事
業
所
の
拡
大
等
、

ご
利
用
者
等
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
今

後
見
込
ま
れ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
た
め
の
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
地
域
社
会
に
暮
ら
す
人
々
の
地
縁
に
よ

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
、
民
間
賃
貸
住

宅
へ
の
円
滑
な
入
居
を
促
進
す
る
た
め

の
方
策
を
協
議
す
る
こ
と
だ
。
家
賃
低

廉
化
施
策
や
要
配
慮
者
支
援
に
つ
い
て

協
議
会
と
区
の
取
組
の
方
向
性
は
。

答
居
住
支
援
協
議
会
で
は
、
今
年
度
よ
り

開
始
し
た
住
宅
確
保
要
配
慮
者
入
居
促

進
事
業
の
検
証
を
行
い
、
円
滑
な
入
居

の
促
進
に
関
す
る
必
要
な
措
置
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
協
議
を
し
て
い
く
予
定

だ
。
区
の
取
組
と
し
て
は
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
住
宅
制
度
を
含
め
た
新
た
な

支
援
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
等
に
つ
い
て

問
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
保
育
士
等
の
処

遇
改
善
で
２
月
か
ら
賃
金
が
月
額
約
９

千
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
補
助
額
を

全
額
給
与
に
充
て
た
こ
と
の
確
認
を
。

答
国
の
補
助
の
、
賃
金
へ
の
充
当
に
つ
い

て
は
区
に
提
出
さ
れ
る
実
績
報
告
書
に

て
確
認
を
し
て
い
く
。

障
が
い
児
者
等
に
つ
い
て

問
新
指
定
管
理
者
に
よ
る
障
害
児
者
総
合

支
援
施
設
ぐ
る
っ
ぽ
の
運
営
開
始
が
、

今
年
10
月
と
迫
っ
て
い
る
。
円
滑
な
引

継
ぎ
と
利
用
者
等
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
区
の
取
組
は
。

答
指
定
管
理
者
の
変
更
に
当
た
っ
て
は
、

区
が
現
指
定
管
理
者
と
次
期
指
定
管
理

者
と
の
間
に
入
っ
て
調
整
を
行
い
、
円

る
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
中
心
で
あ

る
町
会
・
自
治
会
の
活
動
活
性
化
に
向

け
た
支
援
が
重
要
だ
。
町
会
・
自
治
会

は
地
縁
に
基
づ
く
互
助
が
あ
り
、
他
の

自
治
体
に
は
な
い
特
性
を
持
っ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
で
今
ま
で
築
き
上
げ
た
絆

が
失
わ
れ
て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
、
一
日
で
も
早
く
町
会
・
自

治
会
が
平
時
の
活
動
に
な
れ
る
よ
う
強

力
な
支
援
が
必
要
だ
。
地
域
の
親
睦
を

深
め
る
イ
ベ
ン
ト
等
や
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
の
総
経
費
に
も
柔
軟
に
補
助
の
枠

を
広
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
令
和
４
年
度
予
算
で
は
、
町
会
・
自
治

会
の
活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
態
に

戻
す
た
め
に
、
令
和
元
年
度
を
超
え
る

規
模
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
て
い

る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る

町
会
・
自
治
会
の
活
動
の
活
性
化
は
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
は
必
要
で
あ
り
、

今
後
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

問
あ
る
保
育
園
の
園
長
が
食
事
の
準
備
が

大
き
な
ス
ト
レ
ス
な
た
め
市
販
の
惣
菜

を
購
入
し
て
い
る
保
護
者
が
多
い
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
飲
食
店

に
お
願
い
し
、
園
で
親
子
料
理
教
室
を

行
っ
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
現
在
も
継

続
し
て
い
る
そ
う
だ
。
家
族
の
か
た
ち
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
、
改
め
て
子
育
て
に
重
要
な

滑
に
引
継
ぎ
を
進
め
る
と
と
も
に
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
な
ど
多

様
性
社
会
に
つ
い
て

問
都
は
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

来
年
度
内
の
導
入
を
表
明
し
た
が
、
都

制
度
と
区
と
の
関
連
性
や
対
応
は
。

答
都
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
、
「
マ
イ

セ
ル
フ
品
川
プ
ラ
ン
」
の
行
動
計
画
推

進
会
議
の
提
言
を
踏
ま
え
、
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

問
近
年
の
降
雨
量
の
増
加
は
、
荏
原
調
節

池
を
有
す
る
目
黒
川
に
お
い
て
も
、
昨

年
２
度
の
洪
水
警
報
が
発
せ
ら
れ
る
な

ど
予
断
を
許
さ
な
い
。
都
の
新
た
な
目

黒
川
流
域
調
節
池
整
備
計
画
の
概
要
は
。

答
目
黒
川
上
流
の
水
位
が
、
大
雨
で
上
昇

し
た
際
に
雨
水
を
取
り
込
む
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

商
店
街
・
中
小
企
業
に
つ
い
て

問
打
撃
を
受
け
て
い
る
業
種
へ
の
支
援
は
。

答
対
面
型
サ
ー
ビ
ス
業
等
が
影
響
を
受
け

て
お
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ

の
転
換
の
後
押
し
等
を
実
施
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
つ
い
て

問
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
方
等
へ
の

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
取
組
は
。

答
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
等
を
拡
充
し

て
い
く
。

親
育
ち
の
た
め
に
地
域
や
公
助
で
の
支

援
が
必
要
だ
。
保
護
者
の
悩
み
の
調
査

を
行
い
、
親
子
・
地
域
を
巻
き
込
み
な

が
ら
園
の
負
担
は
増
や
さ
ず
解
決
へ
向

け
た
活
動
の
実
施
が
重
要
で
は
。

答
ご
提
案
の
親
子
・
地
域
と
連
携
し
た
子

育
て
・
親
育
ち
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

送
迎
時
の
声
が
け
や
個
人
面
談
等
を
生

か
し
た
育
児
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
調

査
に
よ
り
実
情
を
把
握
し
た
上
で
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

問
区
は
児
童
相
談
所
を
令
和
５
年
１
月
に

竣
工
し
、
研
修
等
を
行
い
令
和
６
年
10

月
に
開
設
す
る
が
、
人
材
確
保
や
相
談
・

虐
待
通
告
・
介
入
・
児
童
養
護
施
設
等
、

大
変
な
準
備
が
予
想
さ
れ
る
。
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
焦
ら
ず
着
実
に
準
備
を

進
め
連
携
を
強
化
し
、
体
制
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
る
。
児
童

福
祉
司
の
人
件
費
の
増
加
等
も
あ
る
が
、

財
調
で
は
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答
児
童
相
談
所
設
置
に
伴
う
財
調
交
付
金

の
配
分
割
合
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
令
和
４
年
度
に
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
児
童
相
談
所
の
設
置

は
、
都
区
の
役
割
分
担
の
変
更
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
発
生
す
る
需
要
に

見
合
う
配
分
割
合
と
な
る
よ
う
、
強
い

姿
勢
で
協
議
に
臨
ん
で
い
く
。

石
　
田
　
秀
　
男
　
議	

員

（
自
　
民
）

若
　
林
　
ひ	

ろ	

き
　
議	

員

（
公
　
明
）
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コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
新
自
由

主
義
の
弊
害
。
区
民
の
命
と
暮
ら
し
・

営
業
守
る
区
政
に
転
換
を

問
国
の
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

区
自
ら
が
い
つ
で
も
誰
で
も
無
料
で
受

け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
構
築
を
。

答
都
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
無
料
化
事
業
等
を
行
っ

て
お
り
、
区
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
す
ま
い
る

ス
ク
ー
ル
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
職
員
へ

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
実
施
を
。

答
区
立
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は
、

都
の
集
中
的
検
査
を
活
用
し
て
定
期
的

な
検
査
の
実
施
に
向
け
通
知
し
準
備
し

て
い
る
。
私
立
保
育
園
等
に
も
活
用
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
併
せ
て
実
施
状
況

を
把
握
し
て
い
き
た
い
。

問
区
内
の
診
療
所
や
病
院
、
介
護
サ
ー
ビ

施
政
方
針
に
つ
い
て

問
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行
下
に
お
け
る
区
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
、
全
体
像
は
。

答
感
染
が
急
拡
大
し
、
ま
た
感
染
者
の
多

く
が
軽
症
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中

で
基
礎
疾
患
を
有
す
る
な
ど
重
症
化
リ

ス
ク
の
あ
る
陽
性
者
を
重
点
的
に
、
き

め
細
か
く
対
応
す
る
体
制
と
し
て
い
る
。

問
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
に
つ

い
て
、
区
が
留
意
し
て
い
る
点
は
。

答
副
反
応
は
追
加
接
種
に
つ
い
て
も
痛
み

や
発
熱
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
数
日
後

に
は
回
復
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
国
か
ら
出
さ
れ
る

情
報
の
掲
載
を
行
っ
て
い
る
。

問
様
々
な
真
偽
入
り
交
じ
っ
た
情
報
が
飛

び
交
う
中
で
、
区
は
ど
の
よ
う
に
３
回

ス
事
業
者
へ
減
収
補
填
や
特
別
手
当
に

充
て
る
た
め
の
財
政
支
援
を
。

答
医
療
機
関
と
意
見
交
換
を
す
る
中
で
必

要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
区
財
政
は
一
般
会
計
が
前
年
度
比
65
億

円
増
、
過
去
最
大
。
区
独
自
に
コ
ロ
ナ

で
減
収
と
な
っ
て
い
る
区
民
・
事
業
者

へ
の
直
接
支
援
を
。

答
上
乗
せ
給
付
等
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
は
新
自
由
主
義
の
問
題
点
を
あ

ぶ
り
出
し
た
。
区
長
は
日
本
を
賃
金
が

上
が
ら
ず
成
長
で
き
な
い
国
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
ど
危
機
も
弱
い
国
に
し
た
新

自
由
主
義
に
弊
害
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

答
新
自
由
主
義
に
つ
い
て
は
国
全
体
の
問

題
、
一
自
治
体
の
長
が
云
々
す
べ
き
で

な
い
と
の
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
。

特
養
ホ
ー
ム
、
障
害
者
福
祉
、
認
可
保

育
園
な
ど
、
住
民
福
祉
の
増
進
を

問
障
害
者
施
設
の
整
備
率
は
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
22
位
、
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
22

位
、
短
期
入
所
22
位
。
未
だ
23
区
最
低

レ
ベ
ル
の
自
覚
は
あ
る
か
。
そ
の
改
善

へ
需
要
に
基
づ
い
た
障
害
者
各
施
設
の

増
設
と
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
求
め
る
。

答
調
査
結
果
は
な
か
な
か
時
点
修
正
が
さ

れ
な
い
の
で
、
最
新
の
順
位
等
は
お
答

え
し
づ
ら
い
。
全
て
に
わ
た
り
急
な
増

設
は
な
か
な
か
困
難
だ
が
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
区
民
に
啓
発
し
て

い
く
の
か
。

答
追
加
接
種
は
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
も

有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報
し
な
が

わ
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
利
用
し
、

希
望
す
る
方
が
速
や
か
に
接
種
で
き
る

よ
う
、
積
極
的
に
啓
発
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
の
目
標
は
、
パ
リ
協
定
を
受
け
て

先
進
国
が
共
有
し
て
い
る
目
標
で
あ
り
、

日
本
は
２
０
２
０
年
に
表
明
し
た
。
区

は
令
和
４
年
度
に
行
う
環
境
基
本
計
画

改
定
の
中
で
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
値
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、

目
標
設
定
に
向
け
た
基
本
的
な
方
針
は
。

答
区
の
基
本
方
針
は
、
２
０
５
０
年
に
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
区
の
率
先
し
た
取
組

と
日
常
生
活
や
企
業
活
動
に
お
け
る
取

組
に
つ
い
て
、
区
民
や
企
業
と
一
体
と

な
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
進
め
て
い
く
。

問
区
内
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
排
出
量
を
こ

れ
ま
で
よ
り
も
正
確
に
把
握
し
、
具
体

的
な
取
組
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
現
状
に
お
い
て
、
区
内
の
カ

ー
ボ
ン
排
出
量
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
の
か
。

答
都
内
の
全
62
市
区
町
村
が
共
同
で
取
り

組
ん
で
い
る
、
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化

問
区
が
言
う
「
保
育
園
待
機
児
実
質
ゼ

ロ
」
と
は
、
不
承
諾
者
か
ら
隠
れ
待
機

児
を
都
合
よ
く
除
い
た
数
字
。
希
望
者

全
員
が
入
園
で
き
る
認
可
保
育
園
の
増

設
計
画
を
立
て
整
備
を
進
め
よ
。

答
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
的
な
保
育
需
要
の
高
ま
り

等
も
踏
ま
え
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

待
遇
改
善
、
公
契
約
条
例
、
障
害
者
雇
用

や
さ
し
く
強
い
地
域
経
済
を

問
人
件
費
を
コ
ス
ト
と
み
な
し
、
よ
り
削

る
こ
と
が
正
し
い
と
い
う
施
策
は
間
違

い
。
給
食
、
用
務
、
図
書
館
窓
口
、
す

ま
い
る
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
委
託
化
を

見
直
し
、
区
直
営
に
戻
し
、
本
人
の
希

望
に
沿
っ
て
直
接
雇
用
化
を
進
め
よ
。

答
委
託
化
に
つ
い
て
見
直
す
考
え
は
な
い
。

問
国
は
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
策
を
打
ち

出
し
た
が
現
場
か
ら
は
「
一
桁
足
り
な

い
」
と
の
声
。
区
独
自
で
上
乗
せ
を
。

答
区
独
自
で
上
乗
せ
す
る
考
え
は
な
い
。

問
区
長
が
公
契
約
条
例
を
選
挙
で
公
約
し

て
か
ら
早
３
年
半
。
労
働
報
酬
下
限
額

を
設
定
し
、
そ
れ
を
現
場
労
働
者
に
通

知
す
る
、
実
効
性
あ
る
条
例
制
定
を
。

答
既
に
導
入
し
た
自
治
体
の
課
題
等
の
確

認
や
、
区
内
の
関
係
団
体
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

住
民
を
追
い
出
し
、
大
企
業
利
益
の
た

め
の
超
高
層
再
開
発
か
ら
、
区
民
参
加

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
共
通
の

方
法
で
算
定
を
行
っ
て
い
る
。

問
例
え
ば
区
民
が
電
気
自
動
車
を
購
入
し

た
場
合
の
補
助
、
省
エ
ネ
住
宅
の
販
売

促
進
、
区
内
公
共
施
設
や
民
間
ビ
ル
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
可
視
化
の
努
力
義

務
化
な
ど
、
取
り
組
め
る
こ
と
は
山
の

よ
う
に
あ
る
。
非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル

で
あ
る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
実
現
す
る
に
当
た
り
、
現
在

検
討
中
の
具
体
的
な
取
組
は
。

答
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
、
省
エ
ネ
・

創
エ
ネ
の
技
術
革
新
、
総
排
出
量
の
６

割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
衣
食
住
関
連

へ
の
細
や
か
な
対
応
に
つ
い
て
の
施
策

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
公
共
施
設
が
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
の
取
得
を
目

指
す
こ
と
は
、
施
設
そ
の
も
の
に
と
っ

て
も
、
民
間
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
を
促

す
意
味
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
一

方
で
民
間
施
設
、
特
に
大
規
模
な
民
間

ビ
ル
等
が
積
極
的
に
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
の
取

得
を
目
指
さ
な
い
限
り
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
道
の
り
は
険
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
区
内
企
業
に

よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
の
取
得
を
促
す
た
め

に
、
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設

け
て
は
い
か
が
か
。

答
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
お

い
て
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
証
取
得
は
効
果
的
な

の
ま
ち
づ
く
り
へ
転
換
を

問
再
開
発
で
の
超
高
層
ビ
ル
数
は
23
区
で

品
川
は
ト
ッ
プ
。
税
金
投
入
額
は
１
千

520
億
円
で
２
位
。
莫
大
な
税
金
を
投
入

す
る
の
に
補
助
金
を
明
ら
か
に
せ
ず
決

定
す
る
の
は
不
当
。
公
表
す
べ
き
。

答
資
金
計
画
は
決
定
後
の
組
合
設
立
の
認

可
申
請
時
に
行
政
へ
提
示
さ
れ
る
も
の
。

情
報
の
取
扱
に
も
一
定
の
配
慮
が
必
要
。

問
超
高
層
開
発
を
促
進
し
、
区
民
の
平
穏

な
暮
ら
し
を
も
破
壊
す
る
羽
田
新
ル
ー

ト
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
中
止
を
。

答
羽
田
新
ル
ー
ト
は
国
の
責
任
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
も
の
。
リ
ニ
ア
の
整
備
は

Ｊ
Ｒ
東
海
の
責
任
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
大
崎
・
荏
原
ル

ー
ト
の
試
行
運
転
も
速
や
か
に
開
始
し
、

他
地
域
に
も
ル
ー
ト
を
広
げ
る
検
討
を
。

答
大
井
ル
ー
ト
の
試
行
状
況
等
を
踏
ま
え

他
の
候
補
ル
ー
ト
の
実
施
は
判
断
す
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
策
定
し
子
ど
も

の
人
権
と
尊
厳
を
大
切
に
す
る
教
育
を

問
品
川
の
教
育
施
策
は
、
子
ど
も
を
競
争

と
選
別
に
さ
ら
し
、
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
の
勧
告
で
是
正
を
求
め
ら
れ
て
い

る
施
策
そ
の
も
の
。
子
ど
も
の
権
利
条

例
の
制
定
へ
子
ど
も
や
区
民
と
検
討
を
。

答
品
川
の
教
育
施
策
は
競
争
や
選
別
を
意

図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
条
例
の
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

手
法
と
認
識
し
て
い
る
。
国
や
都
の
Ｚ

Ｅ
Ｂ
取
得
に
関
す
る
補
助
金
の
状
況
を

踏
ま
え
、
認
証
取
得
の
拡
大
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
区
と
教
育
委
員
会
が
、
子
ど
も
を
守
る

観
点
か
ら
連
携
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が

今
後
は
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
区
の

子
ど
も
子
育
て
部
局
と
教
育
委
員
会
と

の
間
の
協
力
関
係
の
構
築
は
。

答
要
保
護
児
童
対
策
の
地
域
調
整
機
関
で

あ
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
学
校
等
と
情
報
を
共
有
し
、
支
援

に
取
り
組
ん
で
お
り
綿
密
な
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

問
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
・
医
療
等
の
デ

ー
タ
を
個
人
情
報
に
配
慮
の
上
で
連
携

す
る
こ
と
で
、
虐
待
等
で
困
難
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
を
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
情

報
共
有
に
お
い
て
、
区
が
把
握
し
て
い

る
課
題
や
今
後
に
向
け
た
取
組
は
。

答
取
り
扱
う
情
報
が
個
人
情
報
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
細
心

の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
国
に
お

い
て
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
実
証
事

業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ

の
調
査
の
動
向
を
注
視
し
、
子
ど
も
に

関
す
る
様
々
な
デ
ー
タ
連
携
を
し
た
支

援
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

高
　
橋
　
伸
　
明
　
議	

員

（
自
・
無
）

安
　
藤
　
た	

い	

作
　
議	

員

（
共
　
産
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

問
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
で
の
健
康
観
察
も

取
り
入
れ
、
保
健
所
の
体
制
を
強
化
し
、

自
宅
療
養
者
中
で
の
急
変
対
応
に
活
か

し
て
は
。

答
都
の
実
施
状
況
を
参
考
に
今
後
の
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

品
川
区
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て問

気
候
変
動
問
題
や
地
域
の
環
境
な
ど
に

つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
協
議
で
き
る

場
と
し
て
（
仮
称
）
品
川
青
年
環
境
未

来
会
議
を
開
催
し
て
は
。

答
環
境
活
動
推
進
会
議
の
活
動
も
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
が
協
議
で
き
る
場
を
検
討

す
る
。

問
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、

講
演
の
開
催
を
求
め
る
。

答
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

問
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
カ
フ
ェ
の
誘
致
や
グ
ッ

ズ
の
制
作
や
販
売
を
し
て
は
。

答
カ
フ
ェ
等
は
、
エ
コ
ル
と
ご
し
の
運
用

開
始
後
の
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
す
る
。

グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
す
る
。

問
食
と
く
ら
し
の
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・

ポ
イ
ン
ト
」
推
進
事
業
を
活
用
し
、
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
創
設
し
て
は
。
ま
た
、

も
っ
た
い
な
い
レ
シ
ピ
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
配
信
し
て
は
。

答
脱
炭
素
型
の
生
活
習
慣
へ
の
転
換
に
つ

な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
含
め
検
討
す
る
。
動
画

配
信
は
環
境
意
識
啓
発
の
有
効
な
手
段

で
あ
り
、
検
討
を
進
め
る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
一
時
預
か
り
事
業
の

活
用
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
。
来
年

度
の
利
用
助
成
内
容
な
ど
は
。

答
一
時
間
当
た
り
２
千
500
円
、
深
夜
帯
は

３
千
500
円
を
上
限
に
利
用
料
の
一
部
を

補
助
す
る
。
多
胎
児
家
庭
も
含
め
170
人

程
度
で
、
想
定
を
上
回
る
際
は
、
補
正

予
算
等
の
措
置
を
検
討
し
て
い
く
。

問
長
期
休
業
等
に
お
け
る
す
ま
い
る
ス
ク

ー
ル
で
の
弁
当
配
達
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
詳
し
く
調
査
・

分
析
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

メ
ン
ズ
・
ク
ラ
イ
シ
ス
（
男
性
の
新
し

い
あ
り
方
）
に
つ
い
て

問
対
応
が
困
難
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る
男
性
に
は
、
運
動
習
慣
が
な
い
方

が
ほ
と
ん
ど
だ
と
分
か
っ
て
き
た
。
生

涯
に
わ
た
っ
て
運
動
習
慣
を
継
続
し
て

い
く
教
育
や
、
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
で
の

運
動
に
移
行
で
き
る
環
境
を
。

答
身
近
に
あ
る
区
立
学
校
を
主
な
活
動
場

所
と
す
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
総

合
体
育
館
な
ど
区
立
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

の
フ
リ
ー
利
用
事
業
や
昨
年
度
か
ら
開

始
し
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
事
業
を

通
じ
て
、
学
校
卒
業
後
も
運
動
習
慣
を

継
続
す
る
た
め
の
受
皿
と
な
る
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
の
評
価
と
道
徳
教
育
に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
に
評
価
を
行
う
の
か
、
先
生

と
児
童
・
生
徒
間
の
共
通
認
識
と
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
現
状
は
。

答
年
度
当
初
や
定
期
考
査
、
通
知
表
を
渡

す
学
期
末
等
の
時
期
に
児
童
・
生
徒
に

ガ
イ
ダ
ン
ス
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者

会
等
で
説
明
し
て
い
る
。

問
こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
に
つ
い
て
、
今

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が
必
要
な

の
か
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
工
夫
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
区
の
道
徳
教
育
は
、
市
民
科
の
時
間
を

要
に
全
教
育
活
動
を
通
じ
て
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
児
童
・
生
徒
が
多
様
で
持

続
可
能
な
未
来
を
考
え
行
動
で
き
る
よ

う
、
各
学
校
の
市
民
科
推
進
教
師
を
中

心
に
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
に

つ
い
て

問
図
書
館
と
区
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
現
状
は
。

答
高
齢
者
向
け
認
知
症
カ
フ
ェ
の
実
施
や
、

近
隣
の
商
店
街
と
連
携
し
た
ブ
ッ
ク
リ

ス
ト
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
に
つ
い
て

問
区
長
選
挙
お
よ
び
区
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
て
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
を
行
う
な
ど
周

知
啓
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
説
明
会
は
立
候
補
に
必
要
な
手
続
等
を

お
伝
え
す
る
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
、

時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
研
修
の
実
施

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

つ
　
る
　
伸
一
郎
　
議	

員

（
公
　
明
）

横
　
山
　
由	

香	

理
　
議	

員

（
自
・
無
）

コ
ロ
ナ
不
況
下
に
物
価
が
上
昇
、
厳
し

い
家
計
や
経
営
、
区
長
と
議
員
は
身
を

切
る
べ
き
で
は

問
オ
ミ
ク
ロ
ン
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
消
費
の
激
減
で
企
業
経
営
は
悪
化

し
、
雇
用
が
減
り
、
賃
金
や
収
入
も
激

減
す
る
な
ど
、
大
半
の
国
民
の
暮
ら
し

も
悪
化
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
不
況

下
に
お
い
て
、
さ
ら
に
消
費
者
物
価
と

企
業
物
価
の
高
騰
で
、
大
半
の
国
民
の

家
計
と
企
業
経
営
は
よ
り
一
層
悪
化
し

ま
し
た
。
国
民
の
暮
ら
し
や
商
売
が
厳

し
く
、
賃
金
の
２
割
以
上
が
減
収
し
て

い
る
勤
労
者
を
思
え
ば
、
区
民
か
ら
選

ば
れ
た
議
員
と
区
長
の
報
酬
と
議
員
の

活
動
費
も
２
割
削
減
し
、
さ
ら
に
議
員

の
役
職
手
当
は
８
割
を
削
減
す
る
な
ど
、

区
長
と
議
員
は
身
を
切
る
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
、
教
育
委
員
、
監
査
委

員
の
非
常
勤
職
員
は
、
時
給
換
算
で
10

万
円
に
も
な
る
報
酬
は
あ
ま
り
に
も
高

過
ぎ
る
の
で
は
。

答
区
長
、
区
議
会
議
員
の
給
料
や
報
酬
の

額
は
、
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
議
会
の
議
決
に
よ
り
条
例
で
定
め
た

も
の
で
、
行
政
委
員
に
つ
い
て
も
議
会

の
議
決
に
よ
り
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。

倒
壊
・
崩
壊
の
危
険
度
が
高
い
古
い
ビ

ル
の
耐
震
診
断
促
進
と
公
表
を

問
27
年
前
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
、
震
度
７
の
揺
れ
は
５
万
人
を
超
え

る
死
者
や
負
傷
者
を
出
し
、
住
ま
い
や

ビ
ル
、
そ
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
道

路
・
鉄
道
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
死
亡
原
因
の
８
割
以
上

が
建
物
の
倒
壊
や
崩
壊
等
に
よ
る
圧
死

で
し
た
。
品
川
区
に
も
危
険
な
ビ
ル
が

た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
も
し
も
地

震
に
対
す
る
危
険
度
が
高
い
ビ
ル
と
あ

ら
か
じ
め
分
か
っ
て
い
た
ら
、
区
民
は

そ
の
ビ
ル
に
は
近
づ
か
な
い
し
、
ビ
ル

の
そ
ば
も
通
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
の
避
難
路
に
面
し
て
い
た

ら
、
そ
の
道
は
通
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

古
い
住
宅
だ
け
で
な
く
、
古
い
一
般
の

ビ
ル
の
耐
震
化
も
重
要
な
は
ず
で
す
が
、

商
業
ビ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
工
場
、

事
務
所
、
倉
庫
な
ど
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

専
門
家
が
見
れ
ば
、
危
険
な
建
物
は
、

建
築
日
付
な
ど
で
判
別
が
で
き
る
よ
う

な
の
で
、
住
民
の
人
命
を
守
り
、
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
、
早
急
に
昭
和
56

年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
旧
耐
震
基
準

の
ビ
ル
の
耐
震
診
断
を
品
川
区
で
実
施

し
、
ビ
ル
所
有
者
に
伝
え
る
と
と
も
に

住
民
に
公
表
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ご
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
耐
震
診
断
は
こ
れ
ま
で
も
所
有
者
自
ら

が
実
施
し
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
診
断

結
果
の
公
表
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
も
、

耐
震
改
修
促
進
法
に
お
い
て
緊
急
輸
送

道
路
沿
道
の
建
築
物
に
限
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
区
が
独
自
に
診
断
、
公
表
す
る

こ
と
は
困
難
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指

摘
の
あ
っ
た
事
務
所
や
商
業
ビ
ル
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
や
都
に
対
し
さ
ら

な
る
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

学
歴
に
よ
っ
て
選
べ
る
仕
事
に
差
が
出

る
。
基
礎
学
力
が
身
に
つ
く
教
育
を

問
今
で
も
企
業
の
中
に
は
学
歴
フ
ィ
ル
タ

ー
を
つ
く
り
、
特
定
の
学
校
出
身
者
だ

け
を
採
用
し
た
り
、
求
人
サ
イ
ト
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
も
学
歴
に
よ
っ
て
選
べ
る

仕
事
や
賃
金
に
も
差
が
出
て
い
ま
す
。

資
格
を
取
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
も
勉
強
や
進
学
は
必
要
で
す
。

で
す
か
ら
、
中
学
時
代
に
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
応
用
や
発
展
し
た
学

習
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
職
業

の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
に
指
導
す
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
将
来
、

子
ど
も
た
ち
が
様
々
な
道
を
進
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
学
習
指
導
を
す
る
こ

と
が
学
校
の
最
重
要
使
命
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
毎
年
、
学
年
ご
と
に
習
得
す

る
基
礎
学
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
進
級
や
進
学
を
し
て

い
る
生
徒
を
見
か
け
ま
す
が
、
本
当
に

残
念
で
す
。
ど
う
し
て
今
ま
で
放
置
し

て
い
る
の
で
す
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
学
習

指
導
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
区
の
学
力
定
着
度
調
査
や
国
の
学
力
調

査
の
結
果
に
よ
り
各
学
校
が
学
力
層
の

把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒

が
ど
の
問
題
が
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か

基
礎
学
力
が
定
着
し
て
い
る
か
を
把
握

し
て
い
ま
す
。
低
学
力
層
へ
は
習
熟
度

別
指
導
や
放
課
後
等
に
学
習
支
援
を
行

い
個
に
応
じ
た
補
習
を
行
う
な
ど
、
基

礎
・
基
本
の
定
着
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

決
し
て
放
置
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
各
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
将
来
設
計

を
踏
ま
え
て
志
望
校
や
希
望
の
職
業
を

選
択
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に
丁

寧
に
向
き
合
っ
て
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

須
　
貝
　
行
　
宏
　
議	

員

（
品
　
改
）
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藤
　
原
　
正
　
則
　
議	

員

（
品
　
改
）

湯
　
澤
　
一
　
貴
　
議	

員

（
自
　
民
）

家
族
が
健
や
か
に
育
つ
街
づ
く
り

問
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
世
帯
、
子

供
た
ち
の
暮
ら
し
、
居
場
所
に
つ
い
て

区
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
在
宅
勤
務
が
増
え
、
親
子
・
夫
婦
喧
嘩

が
多
く
な
っ
た
一
方
で
、
父
親
の
家
事

育
児
参
加
が
増
え
た
と
聞
か
れ
る
。
児

童
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
も
取
り
組
む
。

問
今
、
７
割
弱
の
虐
待
は
世
代
間
連
鎖
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
。
親
性
の
発
達
、
親

育
ち
支
援
の
両
方
が
急
務
。
各
担
当
課

の
課
題
感
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
児
童
セ
ン
タ
ー
、
ネ
ウ
ボ
ラ
相
談
、
各

保
育
園
で
の
声
か
け
な
ど
親
支
援
を
意

識
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

地
域
猫
と
モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組
み

問
モ
デ
ル
地
区
の
課
題
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
課
題
、
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ

活
動
、
さ
く
ら
カ
ッ
ト
の
啓
発
活
動
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
・
育
成
、
活
動

の
支
援
、
区
民
へ
の
啓
発
な
ど
活
動
の

た
め
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
、
段
階
的
に
事
業
の
拡
充
を
図
っ

て
い
く
。

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
犯
罪
機
会
論
を
取

り
入
れ
た
防
犯
対
策
の
強
化
を

問
大
井
町
の
公
衆
ト
イ
レ
で
起
き
た
事
件

に
つ
い
て
、
今
後
の
対
策
強
化
を
伺
う
。

危
険
な
場
所
は
犯
罪
学
の
視
点
か
ら
見

る
と
、
入
り
や
す
く
見
え
に
く
い
場
所
、

一
方
で
安
全
な
場
所
は
入
り
に
く
く
見

え
や
す
い
場
所
だ
と
い
う
。
こ
の
ト
イ

レ
の
出
入
口
の
６
分
の
５
が
線
路
側
に

あ
り
発
見
し
づ
ら
い
。
対
策
の
検
討
を
。

答
利
用
す
る
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
、

利
用
者
と
歩
行
者
等
と
の
動
線
の
交
錯

を
避
け
た
設
置
が
必
要
と
の
趣
旨
か
ら

出
入
口
の
決
定
を
し
て
い
る
。
今
回
の

事
象
を
受
け
、
目
立
つ
看
板
を
出
入
口

付
近
も
含
め
て
増
設
。
公
衆
便
所
の
利

用
の
し
や
す
さ
と
安
全
性
に
配
慮
し
た

対
策
を
引
き
続
き
行
う
。

旧
姓
の
通
称
使
用
の
拡
充
に
つ
い
て

問
旧
姓
利
用
の
品
川
区
の
状
況
、
住
民
票

の
旧
姓
併
記
の
割
合
、
区
民
へ
の
啓
発

活
動
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
住
民
票
は
区
の
人
口
の
約
0.2
％
。
引
き

続
き
、
旧
姓
併
記
の
利
用
や
手
続
き
に

つ
い
て
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
。

西
　
村
　
直
　
子
　
議	

員

（
自
　
民
）

商
店
の
生
業
を
奪
い
住
民
が
強
く
反
対

す
る
武
蔵
小
山
再
開
発
は
中
止
を

問
武
蔵
小
山
駅
周
辺
で
は
、
駅
前
の
２
棟

の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
に
続
い
て
、
商

店
街
を
ま
た
ぐ
２
つ
の
再
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
こ
の
再
開
発
が
完
成
す
れ
ば
、

武
蔵
小
山
駅
周
辺
か
ら
住
民
が
家
族
で

訪
れ
、
買
物
や
食
事
、
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
な
ど
し
て
な
じ
ん
で
き
た
個
性

豊
か
な
個
人
商
店
が
立
ち
並
ぶ
ま
ち
が

さ
ら
に
消
え
て
し
ま
う
。
長
年
の
生
業

を
一
瞬
で
奪
う
再
開
発
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
防
災
性
の
向
上
を
図
り
、
に
ぎ
わ
い
と

回
遊
性
の
あ
る
複
合
市
街
地
の
形
成
を

目
指
す
、
地
域
主
体
で
検
討
さ
れ
て
き

た
ま
ち
づ
く
り
が
早
期
に
実
現
す
る
よ

う
支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
都
市

計
画
手
続
を
中
止
す
る
考
え
は
な
い
。

飛
び
続
け
る
限
り
、
今
も
将
来
も
区
民

の
暮
ら
し
を
壊
し
続
け
る　
羽
田
新
ル

ー
ト
は
中
止
を

問
羽
田
新
ル
ー
ト
の
本
格
運
用
が
開
始
さ

れ
３
月
末
で
２
年
に
な
る
。
新
ル
ー
ト

が
原
因
で
テ
レ
ビ
の
電
波
障
害
が
起
こ

っ
て
い
る
と
の
相
談
は
何
件
あ
っ
た
か
。

答
令
和
２
年
４
月
の
運
用
開
始
以
降
、
こ

れ
ま
で
に
10
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

問
飛
行
機
の
騒
音
の
た
め
に
仕
事
が
で
き

ず
、
移
転
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る

よ
う
な
被
害
が
出
て
い
る
こ
と
を
区
は

把
握
し
て
い
る
か
。

答
騒
音
に
関
す
る
94
件
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
速
や
か
に
国
に
届
け
可
能
な

限
り
の
騒
音
軽
減
策
等
を
求
め
て
き
た
。

非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
を
し
て
い
る

品
川
区
の
長
と
し
て
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
と
９
条
改
憲
に
反
対
を

問
憲
法
９
条
は
「
戦
争
や
武
力
の
行
使
は

し
な
い
」「
戦
力
は
持
た
な
い
」
と
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
極
め
て
重
い
意
味

を
持
つ
も
の
だ
。
憲
法
に
例
外
と
し
て

自
衛
隊
を
書
き
込
め
ば
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
日
本
を
戦

争
す
る
国
に
変
え
る
。
区
長
は
９
条
改

憲
反
対
の
全
国
署
名
に
サ
イ
ン
を
。

答
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
こ
と
は
、
国

会
の
場
で
論
議
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、

区
と
し
て
何
ら
か
の
態
度
を
表
明
す
る

考
え
は
な
い
。

お	

く	

の
　
晋
　
治
　
議	

員

（
共
　
産
）

今
後
の
政
策
展
開
と
財
政
に
つ
い
て

問
こ
の
困
難
な
経
済
・
社
会
情
勢
に
お
い

て
経
済
の
先
行
き
を
見
通
す
こ
と
は
大

変
難
し
い
が
、
区
は
今
後
の
経
済
の
見

通
し
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
１
月
以
降
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡

大
に
よ
る
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。
今
後
も
区
内
経
済
や
財

政
状
況
へ
の
影
響
を
注
視
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

問
目
下
の
注
目
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
医
療

崩
壊
の
防
止
だ
。
保
健
所
も
崩
壊
し
て

は
な
ら
な
い
職
場
だ
と
思
う
が
、
保
健

所
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
体
制
は
十
分
か
。

答
今
後
も
全
庁
的
な
応
援
体
制
の
下
、
確

実
な
感
染
者
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
な
か

な
か
予
測
が
立
た
な
い
が
、
今
後
の
保

育
需
要
の
見
通
し
は
。

答
令
和
４
年
度
に
予
定
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
中
間
見
直
し
で
、

改
め
て
人
口
動
向
等
を
調
査
し
て
い
く
。

特
養
等
高
齢
者
施
設
の
人
材
確
保
に
つ

い
て問

ま
ず
今
現
在
の
介
護
職
員
の
方
々
の
待

遇
が
大
事
だ
。
労
働
条
件
の
緩
和
の
た

め
積
極
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
。

答
国
は
処
遇
改
善
等
に
取
り
組
む
と
し
て

お
り
、
区
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
環
境
整
備

等
、
引
き
続
き
支
援
に
努
め
て
い
く
。

火
山
災
害
に
つ
い
て

問
富
士
山
は
活
火
山
で
い
つ
噴
火
し
て
も

お
か
し
く
な
い
が
、
行
政
の
対
策
は
。

答
し
な
が
わ
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
、
噴

火
降
灰
対
策
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
。

西
大
井
駅
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
い

て問
西
大
井
駅
に
、
ぜ
ひ
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

高
崎
線
の
停
車
を
。

答
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問
東
口
の
発
展
は
ニ
コ
ン
本
社
社
屋
建
設

の
動
向
が
重
要
だ
。
北
側
二
葉
方
面
か

ら
205
号
線
に
抜
け
る
車
が
相
互
通
行
で

き
る
道
幅
の
確
保
と
、
保
育
園
前
の
ニ

コ
ン
本
社
側
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
。

答
要
望
の
見
通
し
は
現
在
難
し
い
状
況
だ

が
、
敷
地
内
へ
の
歩
道
状
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
等
、
周
辺
環
境
の
向
上
に
向
け
、

引
き
続
き
協
力
を
求
め
て
い
く
。

情
報
発
信
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

問
品
川
区
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ワ
ク
チ
ン
パ

ス
ポ
ー
ト
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
待
機
所
に

設
置
し
、
登
録
者
促
進
を
図
っ
て
は
。

答
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
を
掲
載
し
て
い
る
広
報

紙
な
ど
を
置
く
な
ど
、
登
録
し
て
い
た

だ
く
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

問
品
川
区
で
も
他
の
自
治
体
に
先
立
ち
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
メ
タ
バ
ー
ス
の
導
入
を
。

答
技
術
革
新
の
早
い
分
野
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
で
き
る
か
、

研
究
し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

問
避
難
所
と
な
る
学
校
に
通
う
６
年
生
以

上
の
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
学
校
避
難

訓
練
に
避
難
所
訓
練
で
の
メ
ニ
ュ
ー
を
。

答
児
童
生
徒
や
教
職
員
が
災
害
時
に
行
動

で
き
る
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
区
民
に
防
災
意
識

を
高
く
持
ち
続
け
て
も
ら
う
た
め
、
防

災
に
役
立
つ
ア
イ
デ
ア
募
集
を
。

答
防
災
訓
練
の
代
替
手
段
と
し
て
具
体
的

な
方
法
を
検
討
。

環
境
に
つ
い
て

問
区
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
向

け
た
総
合
的
検
討
内
容
は
。

答
今
後
効
果
が
期
待
さ
れ
る
脱
炭
素
や
創

エ
ネ
な
ど
の
技
術
革
新
を
的
確
に
把
握

し
国
と
都
と
連
携
し
な
が
ら
目
標
達
成

に
効
果
的
に
結
び
付
け
る
方
向
で
検
討
。

問
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
学
習
は
。

答
し
な
が
わ
家
庭
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

や
環
境
イ
ベ
ン
ト
、
エ
コ
ル
と
ご
し
の

展
示
や
講
座
な
ど
幅
広
く
環
境
学
習
を

進
め
て
い
く
。

教
育
現
場
に
つ
い
て

問
本
格
開
始
す
る
教
科
担
任
制
の
活
用
は
。

答
複
数
の
指
導
者
に
よ
る
き
め
細
か
い
授

業
を
充
実
し
学
び
の
質
の
向
上
に
尽
力
。

問
疲
労
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
教
職
員
の

ケ
ア
が
必
要
で
は
。

答
看
護
師
や
産
業
医
等
に
よ
る
相
談
の
体

制
を
整
え
不
安
解
消
に
努
め
る
。
教
員

に
過
度
の
負
担
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
支
援
。

コ
ロ
ナ
不
安
に
つ
い
て

問
品
川
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
医
療
従
事

者
特
設
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
区
民
か
ら

の
感
謝
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
掲
載
を
。

答
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
感
謝
を

伝
え
る
様
々
な
取
組
に
つ
い
て
検
討
。
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特別委員会の活動
1月～３月

1月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

常任委員会の活動
1月～３月

1月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

総務委員会
1月17日  報告 1 件（マイナポイント第２弾（国事業）

の実施）について質疑
  「若者の政治参画を推進する施策について」を

テーマに調査・研究

2月22日  議案審査（８件）
 請願審査（１件）

2月24日  報告６件（令和４年度組織改正
（案）など）について質疑

区民委員会
1月17日  報告５件（令和３年度　町会・自治会活動活性

化促進調査の報告書など）について質疑
  「地域スポーツの今後の展開について」をテー

マに調査・研究
 品川産業支援交流施設（ＳＨＩＰ）を視察

2月22日  報告 1 件（令和３年特殊詐欺被害認知状況お
よび AI 型特殊詐欺対策アダプタの運用状況等）
について質疑

 西大井創業支援センターを視察

2月24日  旧東品川清掃作業所を視察
  「東京 2020 大会後のレガシーについて」をテー

マに調査・研究

文教委員会
1月17日  報告３件（令和４年度新入学 学校選択の希望

申請理由に関する調査結果など）について質疑
  「子どもたちや子育て家庭の支援のあり方につい

て～コロナ禍を通して」をテーマに調査・研究

2月22日  議案審査（６件）
 請願・陳情審査（２件）
 報告１件（専決処分の報告）について質疑

2月24日  報告２件（令和３年度品川区教育委員会事務事業
の点検および評価の報告書など）について質疑

 ファミーユ西品川子ども未来部分室視察

建設委員会
1月17日  陳情審査（１件）
  報告５件（コミュニティバスの試行運行開始な

ど）について質疑
 「住宅政策について」をテーマに調査・研究

2月22日  議案審査（７件）
 請願・陳情審査（17 件）
 報告２件（占用料の減額措置など）について質疑

2月24日  請願審査（２件）
  報告３件（東京都市計画下水道［東京都公共下

水道］（浜川ポンプ場）の廃止など）について
質疑

厚生委員会
1月17日  陳情審査（２件）
  報告５件（（仮称）小山七丁目障害者グループ

ホームの整備など）について質疑
 「障害者支援について」をテーマに調査・研究

2月22日  議案審査（３件）
 陳情審査（２件）

2月24日  報告９件（高額介護サ
ービス費の追加支給な
ど）について質疑

行財政改革特別委員会
1月18日  「行政のデジタル化に関すること」をテーマに

調査・研究

2月25日  「区有施設、公有地等の活用に関すること」、「新
庁舎に関すること」をテーマに調査・研究

 陳情審査（２件）

災害・環境対策特別委員会
1月19日 「防災情報に関すること」をテーマに調査・研究
  報告２件（令和３年度区内一斉防災訓練等の実

施結果など）について質疑

2月28日  「防災協定に関すること」をテーマに調査・研究
  報告１件（第 37 回防災フェアの中止および代

替イベントの実施について）について質疑

スマホで読める区議会だより
デジタルブック配信中

　区議会だよりは、区議会ホームページで公開す
るほか、スマホ・タブレット端末での閲覧に適し
た電子書籍（デジタルブック）でも配信します。

▲	「カタログポケット」
このアイコンが目印

※	機種によってはうまく読み
込めない場合があります。

議会報告会を開催しました

　３月下旬から４月中旬にかけて、常任委員会（総務・
区民・厚生・建設・文教）ごとに議会報告会を開催
しました。
　総務、厚生、建設委員会は区議会本会議場で対面
開催し、区民、文教委員会はオンライン（Ｚｏｏｍ）
開催しました。
　各委員会の所管事務調査をテーマに、まず議員か
らテーマの概要や委員会での活動等についての報告
を行いました。
　その後、参加された方々から出されたご質問やご
意見、ご要望などをいただき、議員が気づかない視
点からの意見が出されるなど、有意義な報告会とな
りました。

オンライン開催

対面開催（本会議場）
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＊	新型コロナウイルス感染症対策のため、議会を傍聴できる人数を制限しています。くわしくは区議会事務局までお問い合
わせください。

＊	本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、インターネット録画中継も、本会議終了後お
おむね１週間後にご覧いただけます。

会　議　名 開　催　日　時

本
会
議

第１回臨時会 5月27日（金）午後		1時

第２回定例会
6月23日（木）午後		1時	
6月24日（金）午前10時	
7月	7	日（木）午後		1時

常
任
委
員
会

総　務

5月16日（月）午後		1時
6月27日（月）午前10時
6月28日（火）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会 4月28日（木）・5月13日（金）午後		1時
5月26日（木）・6月22日（水）・7月6日（水）午前10時30分

特
別
委
員
会

行財政改革 5月17日（火）午後		1時

災害・環境対策 5月18日（水）午後		1時

本会議・委員会の日程（予定）
第１回臨時会の会期は5月27日の1日間、第２回定例会の会期は6月23日から7月7日までの15日間の予定です。

区議会だよりに掲載する写真を募集しています

　品川区議会では、「区議会だよりについて、より多くの方に
ご興味を持っていただきたい」との思いから、区議会だより
の表紙写真を募集し、ご応募いただいた中から選ばれた１枚
を表紙に掲載しております。ご応募いただいた皆様、素晴ら
しいお写真をありがとうございました。
　引き続き、区議会だよりに掲載する写真の募集を行います
ので、ぜひご応募ください。

　【応募資格】区内在住・在勤・在学の方
　【募集作品】品川区内で撮影したデジタル写真
品川区の魅力を PRできるような写真をお待ちしております。
※	応募規定など、詳細は区議会ホームページでのご案内をご覧ください。

【問い合わせ先】
調査係	 電話：03-5742-6810
　　　　Fax：03-5742-6895

　区議会議員大沢真一氏（享年 63歳）が、
令和４年４月７日、ご逝去されました。
　同氏は、平成 15 年の初当選以来、５
期 18 年余にわたり区政の発展に尽くさ
れました。
		また、その間、第 53代区議会議長をは
じめ、監査委員や総務委員会委員長、議
会運営委員会委員長などの要職を歴任さ
れました。
　ここに謹んで、ご冥福をお祈り申し上
げます。
　なお、６月 23 日の
第２回定例会本会議に
おいて、追悼式を行う
予定です。

大沢　真一　議員　逝去


